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研究成果の概要 
本年度も，昨年度に引き続き，初期値問題を数値計算する際の誤差の時間発展を定量的に評

価する手法について研究を行った． 
数値計算の誤差の単調増大性の仮定を弱めた定量化手法の研究については，単調増大性を

仮定した手法とともに，その核となるいくつかのアルゴリズムをまとめたパッケージを Julia 言語で作

成し，IsoFuns.jl というパッケージ名で公開した． 今後も段階的に機能の追加やドキュメントの充実

を図っていく予定である．https://yutomiyatake.github.io/IsoFuns.jl/build/index.html 偏微分方程式

への展開を想定して進めている，各変数に対する誤差同士の相関を考慮した定量化手法の研究

では，アルゴリズムの改良と収束証明の簡略化などを行い，論文も採択されている(1)．また，最終

年度に進める計画であった，ベイズ推定を想定した離散化誤差定量化手法の研究についても，進

展があった．基本的には，離散化誤差を表現する確率変数に対し，その事後分布が（区分）単調

性を持つように適切に事前分布を課す必要がある．事前分布の設定について，いくつかのアイデ

アを得，簡単な数値実験で検証は行っているが，一方で，大規模問題を想定するとサンプリング等

についても注意する必要があり，最終年度ではより洗練された手法へと改良していきたい． 
その他，逆問題での需要から，将来的には本研究課題の成果と組み合わせることを想定してい

る，Neural Network を用いた微分方程式の数値解法についても，構造保存性の観点から研究を

進めた (2, 3)．また，応用例の一つとして，偏微分方程式モデルに基づく画像復元手法につい

て，splitting 法に基づくアルゴリズムの開発を行った． 
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